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「つながりの場所」としての自然公園の活用

自然とのふれあいや地域との交流の機会を
提供することで、「つながりの場所」とし
て国立公園をはじめとする自然公園の活用
を推進。
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自然公園の国土面積に対する割合は約14.8％ 2



自然公園は
最高の自然体験フィールド

• 魅力的な自然体験アクティビ
ティ

• 登山道、キャンプ場、展望台、
駐車場、トイレ、ビジターセ
ンター、解説板、標識などの
整備

• インタープリター（ガイド）
も活動

○自然公園法の目的（第２条）
優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進
を図り、もって国民の保健、休養及び教化に資するととも
に、生物の多様性の確保に寄与する。
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自然公園の利用

自然公園（国立公園・国定公園・都道府県立自然公園）の利用者数は
年間のべ８～10億人で推移。

国立公園・国定公園・都道府県立自然公園年間利用者数
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自然とのふれあい・自然体験の推進
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 自然体験活動の推進
子どもパークレンジャー（JPR）
子ども農山漁村交流プロジェクト（子プロ）
自然大好きクラブ
国立公園満喫プロジェクト
エコツーリズムの推進 長距離自然歩道 等

 自然とのふれあいに係る月間等
みどりの月間等において、都道府県や関連団体と連携して

国民が自然に親しむ機会を提供。

 国民の理解増進のための表彰制度
「みどりの日」自然環境保全功労者表彰（大臣）
自然公園関係功労者表彰（大臣）
自然歩道関係功労者表彰（局長）

 国民の自然公園管理への参画促進
自然公園指導員（約2,070名）
パークボランティア（約1,280名）



国立公園満喫プロジェクト

国立公園の保護と利用の好循環により、優れた自然を守り地域活性化を図る
 2016年より開始。日本の国立公園のブランド力を高め、国内外の誘客を促進。自然を
満喫できる上質なツーリズムを実現。

 地域の様々な主体が協働し、地域の経済社会を活性化させ、自然環境の保全へ再投資さ
れる好循環を生み出す。

・自然体験アクティビティの充実
・情報発信の強化
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国立公園に、行ってみよう！

・全国34公園での600を超える自然
体験コンテンツを掲載
・したいことから体験が見つかる

https://www.env.go.jp/nature/nationalparks/ 7



「国立公園に、行ってみよう！」の特集ページ
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長距離自然歩道／ロングトレイル

全国に10路線、総延長約28,000km

• 高度経済成長期の国土の急激な都市化、モータリゼーションの進行等に起
因する社会的課題を踏まえ、1969年、東京・高尾山と大阪・箕面を歩道
でつなぐ「東海自然歩道」の構想を発表。1974年開通。（都市のスプ
ロール化に対する自然保護の防波堤の機能を果たすとともに、「人間性の
回復」 「歩くことの復権」を目指した）
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• その後も全国に展開され、計10本
の長距離自然歩道が完成。

• 2019年には、東日本大震災から
の復興に資するため、青森県八戸
市蕪島から福島県相馬市松川浦ま
での全長1,000キロを超えるナ
ショナルトレイルが開通。

• ロングトレイルは、心身と向き合
い、日常や社会について顧みる機
会を与える。
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「つながりの場所」としての自然公園の活用

自然とつながる、人とつながる
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